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凡
そ
或
時
代
に
於
て
獲
く
令
名
を
知
ら
れ
、
其
の
懐
抱
し
た
愚
想
に
饗
し
て
多
く
の
共
鳴
者
、
乃

至
は
崇
拝
者
を
有
し
た
思
想
家
で
め
つ
て
、
當
の
思
想
家
自
身
の
手
に
成
っ
た
著
述
か
、
若
し
く
は

共
の
思
想
の
後
繊
者
達
に
よ
っ
て
編
纂
せ
ら
れ
た
著
書
の
今
臼
迄
残
存
し
て
、
其
の
思
想
の
騰
系
、

組
織
を
充
分
に
理
解
し
得
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
叉
思
想
家
自
身
の
手
に
成
っ
た
著
違
が
亡
侠
し
、
典

の
後
世
者
に
よ
っ
て
記
録
編
纂
さ
れ
す
、
只
他
の
思
想
家
殊
に
は
色
彩
傾
向
を
異
に
す
る
思
想
家

の
駁
撃
の
的
ざ
な
っ
て
、
僅
か
に
典
の
懐
抱
し
て
居
た
巳
思
想
の
断
片
を
の
み
留
め
ズ
居
る
も
の
が

あ
る
。
前
者
の
場
含
は
、
有
力
な
る
恩
想
上
の
後
癩
者
を
有
す
る
か
、
さ
も
な
．
く
ば
、
雲
の
患
想
が
、
粟

の
時
代
の
入
心
、
或
は
粟
後
の
時
代
の
入
－
5
に
穂
藩
戦
盤
強
一
植
・
符
け
優
れ
た
・
め
で
あ
り
、
後

　
　
　
　
「
朱
子
の
畢
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…



ts6

　
　
　
　
哲
學
研
究
　
第
入
十
七
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

の
場
合
は
、
之
に
反
し
其
の
思
想
が
蒋
代
の
急
心
を
動
か
し
た
程
度
が
淺
く
、
叉
鳴
管
既
4
3
の
全
く
無

き
か
。
有
る
も
極
め
て
微
力
な
だ
め
に
よ
る
。
－
辱
述
べ
ん
ビ
す
る
二
子
の
思
想
學
問
の
如
き
は
、

後
者
の
場
合
に
溢
す
る
も
の
ご
思
ふ
。
以
下
に
斜
子
の
掛
員
思
想
に
就
い
て
蓮
べ
て
見
や
う
ご

思
ふ
。

二

　
宋
子
の
名
の
見
え
て
居
る
の
は
蕪
子
の
天
下
篇
、
諸
子
の
天
論
篇
。
正
論
篇
、
解
蔽
篇
等
ビ
、
孟
子

の
告
子
下
章
ご
で
あ
る
。
孟
子
の
索
子
の
下
船
に
は
宋
脛
ご
あ
り
。
荘
子
や
産
子
に
は
宋
釧
ε
あ

る
。
冊
子
の
非
十
こ
子
篇
の
揚
僚
の
註
に
孟
子
作
島
宋
面
輔
脛
與
レ
錺
習
二
丁
反
㎞
ご
言
ひ
、
宋
脛
ど
宋
鋳

ど
は
同
人
で
あ
る
ご
主
張
し
て
居
る
○
孟
子
の
引
子
の
下
裳
の
孫
爽
の
疏
に
も
、
上
述
の
説
を
引

い
て
宋
脛
ビ
宋
脛
ご
は
無
常
ビ
思
惟
し
て
居
る
Q
宋
脛
ご
宗
釧
ご
が
同
一
入
で
あ
る
こ
ご
は
、
脛

ご
錺
ε
の
同
昔
異
字
で
あ
る
瓢
か
ら
圭
張
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
孟
子
、
量
子
、
荘
子
に
引
か
れ
て

居
る
量
子
の
思
想
が
共
通
す
る
黙
か
ら
も
肯
定
し
得
る
。
　
こ
の
事
に
就
い
て
は
更
に
後
の
條
に

違
べ
や
う
○
葡
子
の
非
十
二
子
忌
に
は
宋
鋳
ε
し
て
あ
る
が
、
解
蔽
篇
、
天
論
篇
に
は
二
子
ε
し
、
正

論
篇
に
は
子
宋
面
こ
し
て
あ
る
。
宋
子
ご
あ
る
の
は
、
孔
丘
を
孔
子
ご
言
ひ
、
孟
輯
を
孟
子
ご
言
ひ
、



管
伸
を
管
子
ご
言
ふ
の
こ
同
じ
便
ひ
方
で
あ
る
。
子
壷
子
ご
言
ふ
風
に
姓
の
上
に
更
に
子
の
字

を
加
へ
る
こ
ご
も
、
可
成
例
の
あ
る
芝
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
就
い
て
楊
掠
は
正
論
篇
の
注
に
、
「
何
休

注
昌
公
羊
画
工
レ
子
冠
　
氏
よ
者
。
蓑
翼
師
也
。
言
レ
点
者
蓋
以
難
嚢
子
之
徒
心
レ
ε
説
明
し
て
居
る
。
春
秋

公
羊
傳
に
子
沈
子
ご
言
っ
た
場
合
が
あ
る
が
。
子
孟
子
ご
言
っ
た
の
は
此
ご
同
じ
く
其
が
師
で

あ
る
こ
ご
を
著
は
す
も
の
で
あ
り
、
苛
子
が
正
論
篇
に
斯
く
言
っ
た
の
は
、
筍
子
の
師
で
あ
る
が
た

め
言
っ
た
の
で
は
な
く
、
朱
子
の
學
徒
ε
議
論
し
、
其
の
師
の
説
⑭
談
謬
を
指
摘
し
，
な
ほ
之
に
敬
意

を
失
は
澱
た
め
ご
楊
徳
は
解
騨
し
て
居
る
。

三

，±i｝7

　
然
ら
ば
宋
子
は
何
時
頃
の
人
で
あ
る
か
、
何
國
の
入
で
あ
る
か
、
孟
子
の
告
子
下
章
の
趙
岐
の
注

に
は
、
宋
脛
黒
人
、
名
彙
、
雲
影
年
長
者
．
念
望
唱
乏
先
生
を
あ
る
○
孟
子
の
本
文
に
、
孟
子
が
宋
脛
に
石
丘

で
遇
っ
て
憾
め
行
先
を
尋
ね
た
時
、
「
先
生
」
ご
呼
び
掛
け
て
居
る
。
こ
れ
を
三
階
が
斯
く
説
明
し

淀
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
三
子
は
宋
國
の
入
で
、
孟
子
ご
時
代
を
同
じ
う
し
、
孟
子
よ
り
は
年

長
者
で
あ
る
「
こ
ご
を
知
り
得
る
。
萄
子
の
露
十
二
子
篇
の
菰
野
の
注
に
は
、
「
脛
宋
人
，
婁
㌦
露
子
ヂ

文
子
彰
蒙
愼
到
向
時
偏
。
ご
あ
る
が
土
野
が
宋
鉦
を
野
人
ε
言
っ
た
の
は
恐
ら
く
孟
子
の
趙
岐
の

　
　
　
　
「
朱
子
の
學
肉
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
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四

注
に
基
い
た
の
で
あ
ら
う
。
孟
子
ご
同
峙
代
ご
言
っ
た
の
は
孟
子
の
本
文
か
ら
自
然
に
萌
臼
な

事
で
あ
る
。
ヂ
文
子
ご
同
時
代
ご
し
た
の
は
、
荘
子
の
天
下
篇
に
蕪
局
か
彼
以
前
及
同
時
の
有
力

な
論
者
を
掲
げ
其
の
學
説
を
批
評
し
て
居
る
中
に
、
宋
錺
ご
ヂ
文
ビ
を
一
家
ご
し
て
述
べ
て
み
る

こ
こ
ろ
か
ら
言
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
又
彰
蒙
ご
愼
到
ご
は
同
じ
く
荘
子
の
天
下
篇
の
中
に
田

騎
を
加
へ
三
人
を
一
家
ご
し
て
あ
る
黙
か
ら
推
知
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
孟
子
は
齋
の
宣
王
に

説
い
て
居
る
が
、
漢
の
劉
向
の
説
苑
に
ヂ
文
が
齊
の
二
王
に
説
い
た
言
葉
を
載
せ
て
居
り
、
四
庫
全

書
総
目
提
要
の
舜
文
子
の
條
に
は
、
華
氏
春
秋
に
ヂ
文
子
が
齊
の
滞
王
に
答
へ
た
言
葉
を
載
せ
て

居
る
ε
こ
ろ
か
ら
見
れ
ば
ヂ
交
ご
孟
子
冠
は
約
ぼ
同
時
代
に
生
存
し
て
居
た
學
者
ら
し
い
從
っ

て
宋
子
も
齊
の
宣
王
の
頃
に
生
存
し
孟
子
よ
り
は
先
輩
で
あ
る
ご
言
ひ
得
る
、
ヂ
文
ざ
三
子
こ
の

蘭
係
に
つ
い
で
諸
家
の
説
を
見
れ
ば
筍
．
子
の
正
論
篇
の
楊
椋
の
注
に
は
「
宋
子
蓋
ヂ
文
弟
子
」
ご
言

ひ
勇
文
ざ
宋
磁
ご
が
師
弟
鯛
係
あ
る
も
の
ε
し
て
居
る
．
然
し
「
蓋
逢
言
ふ
語
は
極
め
て
蓋
然
的
な

意
昧
を
有
し
、
断
定
的
の
も
の
で
は
な
い
。
　
筍
子
の
本
四
に
は
ヂ
文
子
ご
副
子
こ
の
思
想
上
の
關

係
を
述
べ
た
も
の
は
な
い
。
只
荘
子
の
天
下
篇
に
「
宋
錺
舞
文
」
ご
あ
っ
て
爾
者
の
塩
蒸
の
三
池
黙

を
把
へ
て
叙
述
し
批
評
し
て
居
る
。
荘
子
は
義
者
の
思
想
の
上
に
密
接
な
翻
係
あ
る
を
認
め
て

斯
く
言
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
が
、
然
し
天
下
篇
の
記
述
か
ら
は
、
ヂ
文
子
が
宋
子
の
師
で
あ
る
こ
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ビ
は
断
定
し
得
な
い
。
寧
ろ
天
下
篇
の
前
後
の
寵
述
か
ら
察
す
れ
ば
、
宋
子
の
方
が
ヂ
文
よ
り
も

先
蛮
で
あ
る
か
、
さ
な
く
ば
厚
子
の
方
が
指
導
的
地
位
に
立
っ
て
居
た
の
で
は
な
い
か
ご
想
像
せ

ら
る
、
の
で
あ
る
Q
何
故
な
れ
ば
、
天
下
篇
で
宋
鉦
ヂ
文
を
遽
ぶ
る
前
に
、
墨
機
ご
禽
平
造
ご
を
叙

列
し
て
居
る
が
、
禽
滑
遣
は
墨
狸
の
弟
子
で
あ
る
の
で
之
を
下
位
に
叙
し
て
賜
う
、
荘
子
、
雪
文
子
の

次
に
彰
蒙
、
田
麟
愼
到
、
更
に
後
に
關
ヂ
馬
丁
ご
叙
刻
し
て
あ
る
の
は
皆
各
派
の
思
想
に
於
て
年
代

的
に
前
後
の
醐
係
あ
る
か
、
又
は
思
想
上
に
影
響
戚
化
を
表
示
す
る
順
位
ご
考
へ
得
る
か
ら
で
あ

る
。
鞭
っ
て
思
想
の
戚
化
影
響
に
關
す
る
楊
椋
の
想
像
は
當
ら
す
、
寧
ろ
反
封
に
考
へ
得
る
の
で

あ
る
。
然
し
何
れ
に
す
る
も
聖
子
ε
ヂ
文
ビ
は
時
代
も
同
じ
で
あ
り
、
學
説
の
上
に
密
接
な
關
係

が
あ
っ
把
ご
丈
は
言
ひ
得
る
。
　
漢
書
藝
文
志
に
「
ヂ
文
子
一
憲
」
の
注
に
班
固
は
「
単
二
齊
宣
王
鱒
先
二
公
孫

寵
↓
劉
向
云
。
與
開
柔
錺
襖
游
寝
下
を
言
っ
て
居
る
が
、
二
人
は
當
時
多
士
の
淵
叢
で
あ
る
穫
下
に
游
ん

で
居
た
ε
見
え
る
。
筍
況
も
嘗
っ
て
船
下
・
の
學
徒
ご
し
て
其
の
牛
耳
を
執
っ
て
居
た
こ
ε
が
あ

る
の
で
、
船
子
の
學
説
を
窺
ひ
さ
て
こ
そ
淺
己
の
著
述
の
破
邪
の
方
面
に
之
れ
を
拉
し
來
つ
た
も

の
で
あ
ら
う
。
蕪
に
解
し
難
き
は
漢
書
藝
文
志
に
ヂ
文
子
ご
宋
子
ご
を
異
な
っ
た
學
派
に
厨
せ

し
め
て
居
る
こ
ご
で
あ
る
Q
ヂ
文
子
一
塁
に
名
家
者
流
（
今
疑
の
言
葉
に
改
む
れ
ば
論
理
學
派
）
の

中
に
あ
シ
、
宋
子
十
八
篇
は
小
説
家
者
流
の
中
に
“
6
0
る
。
此
に
歯
っ
て
之
を
観
れ
ば
、
班
圃
が
藝
文

　
　
　
　
「
朱
子
の
學
山
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
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志
を
作
製
す
る
頃
に
は
樹
宋
鉦
の
學
説
愚
想
を
記
鎌
編
纂
し
た
宋
建
仁
入
悲
こ
い
ふ
も
の
が
存

在
し
て
居
た
こ
ご
を
知
り
得
る
Q
今
日
は
已
に
白
ん
で
只
皇
子
孟
子
荘
子
の
中
に
残
る
断
片
に

よ
っ
て
其
の
面
影
を
偲
ぶ
の
み
で
め
る
。
前
に
言
へ
る
如
く
宋
子
ビ
ヂ
文
子
と
の
思
想
學
説
に

密
接
な
關
係
が
あ
れ
・
、
荘
子
の
如
く
之
を
一
家
こ
し
て
叙
刺
し
て
居
る
の
に
、
何
故
に
虚
無
志
に
一

は
名
家
者
流
に
入
れ
、
他
は
小
説
家
者
流
に
．
入
れ
た
の
で
あ
ら
う
か
。
最
近
磯
行
の
章
婿
麟
の
「
國

一
挺
概
論
」
輪
賀
ご
章
国
警
學
的
派
別
の
條
に
門
朱
鋳
が
小
説
家
に
歎
へ
ら
れ
る
の
は
、
一
票
が
他
の
學
派
ご
同

じ
か
ら
ざ
る
に
よ
る
。
他
の
學
涙
は
高
深
の
學
理
を
用
み
て
門
人
と
研
究
し
た
が
、
彼
は
入
に
逢
．

へ
ば
便
ち
説
き
、
義
を
陳
ぶ
る
黙
は
甚
だ
厚
い
か
ら
で
あ
ゑ
こ
い
ふ
意
味
の
蕊
を
述
べ
て
居
る
。
即
、

貰
子
が
小
説
家
に
数
へ
ら
る
》
理
由
は
門
人
ご
討
論
す
る
の
で
な
く
、
逢
ふ
入
舞
に
説
い
た
黙
及

共
の
議
論
の
今
舅
榑
は
る
も
の
が
追
窮
で
あ
る
黙
ご
で
あ
る
。
章
氏
が
人
に
逢
へ
ば
便
ち
説
く

ご
言
っ
た
の
は
恐
ら
く
孟
子
告
子
下
章
に
孟
子
ご
石
丘
に
逢
っ
て
語
り
、
更
に
彼
が
秦
楚
の
震
に

見
え
て
戦
雫
を
体
止
せ
ん
こ
ご
を
鋤
説
ぜ
ん
ご
す
る
こ
ご
を
記
述
し
て
居
る
所
か
ら
考
へ
つ
い

た
こ
ご
で
あ
ら
う
。
議
論
の
今
瞬
穗
は
つ
て
居
る
も
の
が
淺
近
で
あ
る
ご
説
い
て
居
る
が
○
何

れ
に
す
る
も
共
の
著
書
が
傳
は
ら
す
、
春
す
る
の
は
只
猛
ハ
の
片
鱗
の
如
き
も
の
で
あ
る
か
ら
淺
近

ど
も
言
’
、
る
が
、
然
し
臨
定
的
に
は
言
ひ
得
ま
い
。
藝
文
志
の
小
説
家
の
説
明
に
は
「
小
説
ご
は
稗
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官
よ
り
繍
た
も
の
街
談
巷
語
、
滋
聴
塗
説
者
の
靴
7
8
る
所
な
り
U
ご
あ
る
、
世
間
の
田
面
事
の
話
の
種
に

な
っ
た
も
の
、
部
話
柄
で
後
世
の
身
熟
の
随
筆
家
の
如
き
も
の
で
あ
っ
だ
ら
う
Q
　
章
柄
漏
は
國
學
・

概
論
の
中
に
「
小
説
ご
は
此
の
時
代
（
主
ご
し
て
戦
國
時
代
）
の
小
政
客
が
、
六
二
の
二
王
に
愚
説
す
る

こ
ご
は
雌
來
す
、
只
能
く
地
方
官
の
前
で
其
の
地
方
の
話
を
説
く
も
の
冒
解
し
て
居
る
Q
丁
子
の

説
の
孟
子
荷
．
子
蕪
子
に
獲
存
す
る
も
の
は
軍
な
る
話
柄
で
な
く
、
入
生
問
題
を
鼠
ハ
面
属
に
取
扱
つ

た
哲
學
的
の
も
の
、
標
に
思
は
れ
、
班
固
が
之
を
小
説
家
の
中
に
入
れ
た
理
由
を
知
る
に
苦
し
む

ご
同
時
に
、
章
氏
の
小
政
客
が
地
方
官
の
前
に
て
地
方
の
時
事
を
詮
け
る
も
の
で
な
い
や
う
に
も

思
は
れ
る
。
の
み
な
ら
す
孟
子
に
は
宋
輕
が
秦
や
楚
の
王
に
説
き
に
行
か
う
こ
す
る
こ
ご
を
載
噛

せ
て
居
る
瓢
か
ら
見
れ
ば
、
六
國
の
侯
王
に
説
き
得
な
い
人
こ
も
思
は
れ
な
い
○
斯
る
瓢
か
ら
宋

子
を
小
説
家
の
中
に
入
れ
た
の
に
は
可
成
の
不
合
理
が
あ
る
ご
言
へ
る
。
漢
書
藝
丈
志
の
注
に

は
「
孫
卿
道
、
宋
子
其
言
黄
老
意
］
ご
あ
る
○
蕪
子
や
勢
子
を
見
れ
ば
、
親
子
は
人
間
の
本
性
は
寡
慾
で

あ
る
か
ら
繊
摩
る
限
り
少
い
外
物
を
以
て
満
足
し
て
犀
…
附
す
べ
く
．
又
人
よ
り
侮
辱
を
蒙
っ
て
も

辱
ご
せ
す
、
こ
れ
が
た
め
に
人
ご
孚
ふ
こ
ご
の
な
い
や
う
に
す
べ
き
で
あ
る
ビ
の
論
は
、
道
家
の
寡

懲
主
義
無
抵
抗
主
義
に
近
い
。
此
黙
か
ら
考
へ
る
ビ
雄
文
志
の
注
の
華
中
の
言
は
撃
っ
て
居
る
。
．

然
る
に
一
方
二
子
の
非
十
二
子
篇
に
は
墨
子
ご
朱
子
ご
を
一
つ
に
し
て
蓮
べ
て
居
る
○
爾
蒋
の

　
　
　
　
「
栄
子
の
學
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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八

議
論
の
出
獄
黙
の
岡
異
如
何
は
考
へ
る
こ
ビ
は
出
家
鍛
が
、
非
戦
論
を
主
張
し
、
こ
れ
を
厳
行
し
や

う
ご
努
力
し
た
黙
は
、
術
者
相
似
て
居
る
。
本
よ
り
面
子
の
議
論
の
詳
継
は
不
明
で
あ
る
か
ら
塗

て
を
断
言
酌
に
主
張
す
る
こ
ご
は
田
摩
な
い
が
、
諸
書
に
獲
存
す
る
宋
子
の
議
論
の
断
片
か
ら
推

せ
ば
孟
子
の
思
想
に
は
滋
家
島
の
要
素
も
墨
家
的
の
要
素
を
も
有
し
て
居
た
も
の
ご
想
像
し
得

る
。

四

　
萄
子
の
非
十
二
子
驚
、
蕪
子
の
天
下
篇
、
及
韓
昨
子
の
顯
學
篇
は
夫
々
の
著
書
に
於
て
約
ぽ
同
じ

目
的
を
以
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
帥
他
の
諸
篇
に
於
て
は
霞
己
の
懐
抱
せ
る
意
見
を
積
極

的
に
主
張
し
叙
述
し
、
此
等
の
篇
に
於
て
は
自
己
ご
異
る
思
想
を
有
す
る
學
者
の
所
説
を
掲
げ
、
其

の
誤
謬
を
指
摘
し
、
因
っ
て
以
て
自
己
の
立
場
を
明
に
せ
る
も
の
で
あ
る
Q
　
破
邪
顯
正
ビ
い
ふ
言

葉
を
借
っ
て
説
明
す
れ
ば
、
他
の
諸
篇
は
顯
正
で
あ
り
．
此
等
の
篇
は
破
邪
の
任
務
を
有
し
で
居
る
。

さ
れ
ば
此
等
の
篇
に
よ
っ
て
、
著
者
が
著
者
以
外
の
同
時
叉
は
以
前
の
他
の
思
想
家
を
如
何
に
競

て
居
た
か
。
從
っ
て
著
者
の
關
心
す
る
如
何
な
る
思
想
家
叉
は
思
想
系
統
が
存
在
し
て
居
た
か

を
知
り
得
る
。
韓
非
子
の
顯
學
篇
に
は
、
當
蒔
∵
有
名
な
學
涙
は
儒
家
ご
墨
家
で
あ
り
、
儒
家
の
至
る
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所
は
孔
子
。
墨
家
の
至
る
所
は
財
界
で
あ
る
が
、
今
田
儒
家
は
已
に
入
墨
の
儒
に
分
れ
、
墨
家
は
又
三

派
の
墨
に
分
れ
て
居
る
ご
言
ひ
、
夫
々
の
涙
の
主
張
を
掲
げ
、
之
に
号
し
て
批
評
を
加
へ
て
居
る
が
．

宋
子
は
此
等
の
中
に
列
せ
ら
れ
て
居
ら
澱
。
韓
非
子
は
戦
國
時
代
の
絡
末
期
に
存
在
し
た
學
者

で
、
葡
子
の
弟
子
ご
言
は
れ
て
居
る
が
、
二
子
は
非
十
二
子
篇
や
正
論
篇
鼻
息
篇
で
，
し
き
り
に
宋
子

の
所
説
を
引
用
し
、
之
を
駁
撃
し
て
居
る
の
に
、
韓
非
子
が
席
題
に
し
て
居
な
い
の
は
何
故
で
あ
ら

う
か
。
縫
子
の
天
論
篇
に
は
丁
子
を
老
子
墨
子
ご
同
氏
に
し
て
論
じ
、
非
十
二
子
篇
に
は
墨
餐
ご

軽
子
ご
を
…
讃
し
、
他
の
學
漕
ご
並
べ
て
論
じ
て
居
る
。
　
正
論
篇
に
は
今
子
宋
子
巌
然
葡
好
読
。
聚
一

人
徒
押
立
　
師
學
哺
成
二
鼻
曲
岡
」
ビ
述
べ
衆
子
が
學
説
の
宜
傳
を
な
し
、
門
徒
を
聚
め
て
相
當
の
勢
力
を
有

し
て
居
た
事
を
注
意
し
て
居
る
Q
然
る
に
そ
れ
が
韓
非
子
に
問
題
ご
さ
れ
な
い
理
由
は
、
勿
論
今

日
よ
り
之
を
説
明
す
る
は
困
難
て
あ
る
が
、
臆
測
を
以
て
す
れ
ば
、
恐
ら
く
繊
細
の
學
問
の
影
響
を

受
け
た
人
々
の
中
に
之
を
畿
介
し
て
世
の
中
に
盛
に
宣
傳
し
傳
参
す
る
に
足
る
有
力
な
入
を
欠

い
π
た
め
に
、
一
時
的
の
流
行
に
過
ぎ
す
。
彼
の
死
後
は
萎
靡
振
は
す
、
韓
非
子
の
問
題
こ
す
る
に

足
ら
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
荘
子
の
天
下
篇
に
は
夢
裡
ご
禽
滑
止
ざ
を
一
類
の
思
想

家
ざ
し
、
二
宋
鉦
、
ヂ
文
、
三
業
蒙
、
田
勝
、
愼
劉
、
四
輪
タ
老
聯
、
五
悪
施
ざ
夫
々
類
を
分
っ
て
掲
げ
、
共
の
所

説
の
綱
領
を
述
べ
、
之
に
批
評
を
加
へ
て
居
る
◎
此
の
中
に
は
彼
の
時
代
に
現
存
し
な
い
關
ヂ
老

　
　
　
　
「
朱
子
の
澱
山
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
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鵬
等
が
翠
げ
ら
れ
て
居
る
。
又
墨
径
に
し
て
も
荘
子
よ
り
も
時
伐
は
先
で
あ
る
。
然
し
以
上
に

よ
っ
て
宋
子
の
學
説
は
世
間
に
相
器
の
勢
力
を
有
し
、
門
徒
も
可
成
に
有
つ
血
が
、
後
に
振
は
な
く

な
っ
た
も
の
ε
思
は
れ
る
。

五

　
前
に
も
言
へ
る
如
く
、
玉
子
の
著
蓮
は
斑
固
が
藝
文
志
を
作
っ
た
頃
は
存
在
し
て
居
た
や
う
で

あ
る
が
、
今
疑
之
を
見
る
こ
ご
は
出
　
來
な
い
。
從
っ
て
張
子
の
四
病
の
内
容
を
知
ら
う
ご
す
れ
ば

他
書
に
引
用
せ
ら
れ
て
居
る
も
の
を
嘉
し
て
研
究
す
る
よ
り
外
に
池
は
な
い
。
他
書
に
引
用
せ

ら
れ
て
居
る
も
の
は
駁
撃
の
的
ビ
な
っ
た
も
の
で
，
夫
が
宋
子
の
詳
説
の
本
質
的
な
、
中
心
を
な
す

も
の
か
否
か
断
言
す
る
に
躇
躊
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
然
し
一
面
か
ら
考
へ
る
ビ
、
駁
撃
の
的
こ
な
っ

て
居
る
説
は
駁
撃
し
た
思
想
家
ご
異
っ
た
立
場
に
立
っ
て
居
る
も
の
で
あ
ら
う
か
ら
、
其
は
又
駁

撃
さ
れ
た
思
想
家
の
濁
異
な
思
想
學
説
こ
も
見
得
る
、
宋
子
の
學
説
で
他
の
思
想
家
に
駁
撃
ぜ
ら

れ
層
る
も
の
は
如
何
な
る
も
の
で
め
ら
う
か
。
先
づ
丁
子
に
就
い
て
見
れ
ば
男
子
天
論
篇
に
「
宋

子
有
レ
見
　
於
少
司
無
レ
見
二
於
多
ゴ
ビ
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
書
の
正
論
篇
に
「
子
宋
子
日
人
之
情
欲
寡
。
而
皆
以
“

己
之
情
欲
一
罪
レ
多
力
過
也
偏
ご
あ
る
の
か
ら
考
へ
る
ご
、
宋
子
の
入
の
情
欲
は
本
質
的
に
は
寡
少
な
も



oror｝

の
で
あ
る
ご
の
議
論
は
，
人
性
の
　
蕎
を
の
み
槻
察
し
て
な
し
た
る
皮
相
の
見
解
で
あ
る
ご
詐
し

た
も
の
で
あ
る
。
　
宋
子
が
人
性
を
か
く
競
す
る
こ
こ
ろ
か
ら
寡
懲
を
主
張
し
、
田
來
得
る
丈
倫
素

な
生
活
を
理
想
こ
し
た
こ
ご
は
、
蕪
子
の
天
下
篇
に
も
難
レ
然
其
爲
レ
入
太
多
。
其
霞
爲
太
少
。
建
立
歓
　
因

量
孟
升
之
飯
戦
士
囲
ご
言
ひ
、
此
の
黙
は
墨
子
こ
も
同
じ
こ
し
て
居
る
。
多
子
が
人
問
の
本
性
は
寡

懲
こ
す
る
の
は
如
何
な
る
理
由
に
墓
く
ご
考
へ
た
か
は
知
る
こ
ご
が
幽
魂
ぬ
。
若
し
其
説
が
今

臼
に
存
し
て
居
た
な
ら
ば
、
興
昧
深
い
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
。
　
け
れ
ざ
も
斯
る
考
へ
は
亡
子
の
根

本
の
考
へ
こ
拝
格
す
る
も
の
で
あ
る
。
葡
子
が
人
性
を
悪
こ
す
る
の
は
、
人
は
其
の
本
性
に
從
へ

ば
限
り
な
き
慾
望
を
有
し
、
慾
望
に
從
っ
て
物
を
燈
求
す
れ
ば
、
限
り
あ
る
物
は
限
り
な
き
懲
望
を

満
す
こ
ご
が
出
來
す
、
人
ε
人
ε
の
問
に
物
の
爾
奪
が
起
り
、
雫
奪
が
起
れ
ば
國
家
が
磨
れ
、
人
民
は

不
幸
な
生
活
を
な
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
　
そ
こ
で
聖
人
が
作
っ
て
禮
義
を
制
定
し
、
慾
望
ご
物
ご
の
雫

行
廠
心
望
の
規
剃
を
計
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
人
性
が
根
本
的
に
悪
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
ご
に

多
慾
だ
か
ら
で
あ
る
。
斯
る
考
へ
か
ら
す
れ
ば
、
連
子
の
慾
望
の
寡
少
を
虚
聞
の
本
性
こ
す
る
説

が
非
難
さ
れ
る
の
は
當
然
で
あ
る
。

　
宋
子
の
思
想
ε
し
て
著
し
い
も
の
は
、
墨
子
ご
同
じ
く
非
戦
を
主
張
）
た
こ
ご
で
あ
る
。
孟
子

の
告
子
下
篇
に
よ
れ
ば
宋
脛
が
楚
に
行
か
ん
ε
し
て
、
孟
子
ε
石
丘
に
遇
っ
た
。
孟
子
は
何
地
に

　
　
　
　
『
宋
子
の
學
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
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行
く
か
を
問
う
た
、
宋
煙
は
楚
ご
秦
ご
が
戦
孚
を
す
る
ご
聞
い
た
の
で
之
を
中
止
さ
せ
や
う
若
し

母
野
が
聞
か
ね
ば
秦
王
に
説
い
て
罷
め
さ
せ
や
う
ご
答
へ
た
○
孟
子
は
如
何
な
る
説
を
以
て
説
．

く
か
叢
ハ
の
大
指
が
聞
き
た
い
ビ
言
っ
た
。
宋
脛
は
戦
雫
の
不
利
を
説
い
て
罷
め
さ
せ
や
う
ご
答

へ
た
。
こ
れ
に
早
し
利
不
利
の
問
題
で
爾
國
の
戦
事
を
中
止
せ
し
め
る
る
こ
ご
は
不
可
能
で
あ

る
し
、
又
不
可
で
あ
る
。
　
仁
義
の
立
場
か
ら
説
か
ね
ば
い
か
ぬ
旨
蓼
述
べ
た
。
此
の
…
條
の
話
説
，

に
よ
れ
ば
宋
子
は
不
利
の
黙
か
ら
非
戦
論
を
唱
へ
た
や
う
に
思
は
れ
る
が
、
筍
子
の
正
論
篇
に
は

門
子
宋
子
日
。
堺
亮
レ
侮
之
不
ツ
辱
。
使
叫
λ
不
勧
］
叉
重
餅
以
レ
見
レ
侮
爲
レ
辱
。
故
岡
也
。
知
＝
見
レ
鞍
置
爲
ネ
ゾ
辱
。
則
不
翻
実
」
・

ε
の
言
葉
を
あ
げ
て
居
る
が
こ
れ
は
凡
そ
入
ご
人
こ
の
爾
闘
は
、
侮
ら
れ
て
辱
ご
思
ふ
か
ら
憤
慨

し
て
起
る
の
で
、
侮
ら
れ
て
も
辱
ご
思
は
ね
ば
爾
闘
は
起
ら
な
い
。
故
に
侮
ら
れ
て
も
辱
ご
思
は

滋
こ
ご
が
孚
圏
を
防
止
す
る
良
法
で
あ
る
こ
ご
を
意
毒
す
る
の
で
、
軍
に
入
ε
人
こ
の
間
に
限
ら

す
、
附
醐
ご
㎞
國
こ
の
閥
に
於
て
も
．
亦
同
様
で
あ
る
○
他
國
か
ら
受
け
た
侮
犀
｝
に
甥
す
る
國
民
的
憤
激

が
戦
雫
の
原
因
ご
な
る
○
然
し
こ
れ
を
侮
犀
ε
思
は
ね
ば
憤
激
も
せ
す
、
從
っ
て
戦
孚
も
な
く
な

る
○
こ
の
説
に
饗
し
萄
子
は
雫
闘
は
悪
む
か
ら
起
る
も
の
で
、
辱
ご
思
ふ
た
め
で
は
な
い
。
悪
む
・

ε
い
ふ
こ
ご
は
人
聞
こ
し
て
免
が
れ
な
い
こ
ご
で
あ
る
ご
戦
雫
の
避
く
べ
か
ら
ざ
る
を
説
い
て

居
る
。
然
し
面
子
の
説
は
怨
辱
に
よ
っ
て
戦
雫
を
防
止
し
や
う
こ
す
る
も
の
で
あ
る
。
普
彊
の



・
考
へ
で
は
戦
璽
は
國
震
の
野
心
に
基
く
ご
考
へ
ら
る
、
の
を
、
面
子
が
之
を
説
か
な
い
の
は
、
人
聞

の
木
・
性
は
寡
懲
で
あ
る
ε
す
る
ぜ
こ
ろ
で
は
あ
る
ま
い
か
○

　
要
す
る
に
、
宋
子
の
學
問
は
、
一
時
盛
に
流
行
し
た
ら
し
い
が
面
訴
な
後
証
者
を
有
し
な
か
っ
た

、
め
か
、
或
は
彼
自
身
の
思
想
の
中
に
後
世
に
傳
へ
ら
る
べ
き
細
心
を
有
し
な
か
っ
た
、
め
か
、
途

に
衰
へ
て
其
の
著
述
す
ら
今
田
に
傳
は
る
も
の
は
な
い
。
孟
子
荘
子
筍
子
に
載
せ
ら
れ
て
あ
る

僅
少
の
詑
述
に
其
の
面
影
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
話
し
其
の
顔
面
を
主
張
し
非
戦
を
標
榜
す
る

あ
た
り
は
黒
子
ご
同
じ
で
あ
り
、
又
寡
慾
を
主
張
す
る
黙
で
は
道
家
の
説
に
似
て
居
る
こ
も
言
へ

る
。
然
し
他
の
思
想
家
に
見
る
こ
ビ
の
毘
壷
掘
特
異
な
思
想
は
凝
血
ら
な
い
、
或
は
此
が
彼
の
患

想
の
傳
承
を
短
く
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
○
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「
宋
子
の
學
し
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